
1970年代その②　復帰の日を迎えて

みんなで実践！身近な温暖化対策　

平成17年度　沖縄県功労者表彰式典

県政この1年

「ニシキフウライウオ」

知事視察広聴　渡名喜村

みなさんの声を聞かせてください　行財政改革

おしらせ

■嘉手納町　

■西 原 町 　

那覇市上間・南風原町兼城

■ 戦後60年企画 「沖縄写真館」

■ 県政フラッシュ

■ 特集1

■ 特集2

■ 特集3

■ ハイサイうみとも　海のともだち

■ うちな～力こぶ

■ 県のうごき1

■ 県のうごき2

■ 情報ひろば

■ お届けします! わした便り

■ 石獅子見聞録

■沖縄県広報誌「美ら島沖縄」について■
沖縄県広報誌「美ら島沖縄」は、県の行政についての情報や、

県内各地域の情報をわかりやすく県民のみなさまにお伝えす

る冊子です。

公共機関や学校、銀行、病院など多くの方が利用する施設でご

覧になることができるほか、沖縄ファミリーマートの店舗で無料

配布しています。

沖縄県広報協会（県広報課内）TEL：098-866-2020
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　12月号表紙写真【石垣島】
　カメラマン ： 北 島 清 隆 　http://k-kitajima.net

戦
後
六
〇
年
の
歩
み　

一
九
七
〇
年
代
そ
の
②　

復
帰
の
日
を
迎
え
て

　
戦
後
六
十
年
の
今
年
、写
真
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、戦
後
復
興
か
ら
沖
縄
復

帰
記
念
式
典
ま
で
の
様
子
を
紹
介
し
た

い
と
始
め
た
本
コ
ー
ナ
ー
も
、今
回
で

最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。

このコーナーの写真の使用・転載など
につきましては沖縄県公文書館

までお問い合せください。
☎098-888-3875

「美ら島沖縄」2005.12「美ら島沖縄」2005.12

●表紙写真
　沖縄の海と島と空の「やすらぎ」をテーマにした写真を
　紹介します。

山内かおりさんヘアサロン LOYD　ヘアスタイリスト

「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月3日は、「ちゅらさん運動の日」

復帰へのカウントダウン 1972年5月14日
第一庁舎に掲げられた「復帰まであと1日」の表示板
〔琉球政府関係写真資料 040370〕

あかつきの本会議 1972年5月15日
初の県議会である昭和47年第1回沖縄県議会（臨時会）
〔琉球政府関係写真040364〕

日本政府主催沖縄復帰記念式典 1972年5月15日
式辞を述べる屋良朝苗知事（那覇市民会館）
〔琉球政府関係写真 040393〕

1号線を走る通貨切替用の円を積んだトラック 1972年5月2日
厳重な警備の中、那覇軍港に到着した日本円は、那覇市松山の
日本銀行那覇支店へ移送されました。
〔琉球政府関係写真 040210〕

沖縄県庁除幕式 1972年5月15日
開庁式とともに県庁正面玄関において「沖縄県庁」
の表札除幕式が行われました。
〔琉球政府関係写真資料 040382〕

「いきいき健康フェスタ2005」開催

「野國總管甘藷伝来400年祭」

　

一
九
七
二
年（
昭
和
四
七
年
）五
月
二
日
、

日
本
円
を
積
ん
だ
自
衛
隊
の
揚
陸
艦
が
那
覇

軍
港
に
到
着
し
ま
し
た
。十
五
日
か
ら
二
十

日
に
か
け
て
全
県
下
百
九
十
カ
所
で
行
わ
れ

る
通
貨
切
り
替
え
の
た
め
、五
百
四
十
億
円

の
交
換
用
の
日
本
円
が
本
土
か
ら
輸
送
さ
れ

た
の
で
す
。

　

十
二
日
に
は
、一
ド
ル
＝
三
百
五
円
の
通

貨
交
換
レ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、県

民
の
期
待
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
し
た
。日

本
政
府
は
一
九
七
一
年
十
月
九
日
時
点
の
県

民
保
有
ド
ル
現
金
に
つ
い
て
差
損
補
償
の
支

給
を
発
表
し
ま
し
た
が
、交
換
レ
ー
ト
を
巡
っ

て
起
こ
っ
た
経
済
の
混
乱
は
、復
帰
後
一
カ
月

で
那
覇
市
に
お
け
る
消
費
者
物
価
指
数（
総

合
）が
14.
5
％
の
暴
騰
を
記
録
す
る
な
ど
県

民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

同
年
五
月
十
五
日
午
前
零
時
、鳴
り
響
く

サ
イ
レ
ン
と
汽
笛
の
合
図
が
二
十
七
年
間
に

及
ぶ
米
国
占
領
統
治
の
時
代
に
終
わ
り
を
告

げ
て
、沖
縄
は
よ
う
や
く
復
帰
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　
「
新
生
沖
縄
県
」を
迎
え
た
こ
の
日
は
慌
た

だ
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。早
朝
六
時
十
五

分
か
ら
開
か
れ
た
初
の
県
議
会
で
は
、県
発
足

に
必
要
な
条
例
案
や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
、沖
縄
県
の
体
制
が
整
え
ら
れ

ま
し
た
。県
庁
舎
前
で
は
、開
庁
式
と「
沖
縄

県
庁
」表
札
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、日
本
政
府
は
、復
帰
記
念
式
典
を
那

覇
と
東
京
で
開
催
し
、国
家
行
事
と
し
て
沖

縄
の
復
帰
を
祝
い
ま
し
た
。復
帰
に
際
し
、政

府
は
沖
縄
の
産
業
基
盤
や
教
育
施
設
な
ど
の

整
備
を
図
る
た
め
、「
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特

別
措
置
に
関
す
る
法
律
」な
ど
で
国
庫
補
助

の
優
遇
措
置
を
と
り
ま
し
た
が
、県
民
が
望

ん
で
い
た
米
軍
基
地
撤
去
な
ど
の
問
題
は
未

解
決
の
ま
ま
で
し
た
。

　

県
民
は
真
の
平
和
実
現
に
向
け
て
新
た
な

決
意
を
し
、新
生
沖
縄
県
誕
生
の
日
を
迎
え

た
の
で
す
。

県勢発展に尽くした功績をたたえる


